
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手足口病 

手の平、足の裏、口の中

に水ほうができ、発熱す

ることもあります。食事

は喉越しのよい物を食

べましょう。 

ほけんだより
令和３年7月1日発行

みちのこ保育園 ７月号

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨

明けや急激に気温が上がった日は特に注意が必要です。普段からの外遊びで体を鍛え、朝ごは

んを必ず食べ、喉がかわいていなくても水分をこまめに摂るようにしましょう。 

夏に多い感染症

ヘルパンギーナ 

突然の高熱と喉の痛み、口の

中の水ほう、口内炎が特徴で

す。症状が軽ければ１～４日

くらいで解熱します。 

 

ウイルス感染によって起こる病気です。他人への感

染力も強いので、必ず受診をして医師の診断を受け

ましょう。 

プール熱 

プールで感染することもあり、高熱が３～

５日くらい続き、喉の痛み、目の充血やか

ゆみなど結膜炎のような症状も出ます。食

事は消化のよい物を食べましょう。 

流行性角結膜炎 

目が腫れ、充血し、普段よ

り多く目やにや涙が出ま

す。周りの人への感染源と

なるので、タオルは共有し

ないようにしましょう。 

 

涼しい場所に寝かせる 

水分をとる 

日陰やクーラーの効いたところ

など、涼しい場所に移動し、衣

類をゆるめてらくにさせます。

湿ったタオルなどで体を拭き、

うちわであおぎます。首、脇の

下、足の付け根に冷やしたタオ

ルや冷却シートなどをあてて、

体を冷やします。 

少量の水分を数回に分け

て与えます。多量の水は

嘔吐をするので避け、電

解質の入っている経口補

水液を与えましょう。 

こんな症状が出たら 

医療機関へ 

・唇が乾いている。 

・尿の量が少ない。 

・顔色が悪く、 

呼びかけに応えない。

・体温が40℃を超えて 

いる。 

・けいれんを起こして 

いる。 

熱中症の対処法 


